
県有施設の見直し一覧（１２月１７日（月）実施分）

No 所管部局名 施設名 見直しの考え方 見直しの方向性 平成29年12月以降の調整経過、課題、今後の予定など

1 農林水産部
鳥羽休憩所
（鳥羽ビジターセンター）
＜直営＞

当該施設は、伊勢志摩国立公園の総合案内を目
的に昭和47年に建設されたもので、伊勢志摩の歴史
や文化等への認識を深めてもらう場として、また、自
然体験の総合窓口として情報発信などを行ってい
る。

鳥羽市の観光案内所などと一部の機能が重複して
いること、利用者数が少ないこと、県以外の主体が
地域のエコツーリズム等の活動拠点として活用でき
る可能性があることから、関係団体等への移譲、又
は廃止について検討を進める。

移譲(又は廃止)
（平成32年度末を目処に
移譲又は廃止する。）

【経過】
・H30.1 鳥羽ビジターセンターの施設見直しにかかる課題を整理し対応策を検討するため、
県、市町、国立公園協会を構成員として検討会を設置
・H30.5 検討会を開催し、国立公園協会の課題と対処方針について論点を整理
・H30.6～7 国立公園協会や市町に対して、個別に施設の維持管理にかかる経費と人的資源
の現状をヒアリング（2回）
・H30.9 関係団体への移譲について、その実現可能性を市町と協議
・H30.10 移譲について、関係団体と協議

【課題】
・国立公園協会のほか、関係市町や関係団体の意向を確認しながら協議するため、調整に時
間が必要

【今後の予定】
・H30.12～H31.2 今後の運営等について、市町及び関係団体と協議
・H31.2 検討会を開催し、これまでの協議経緯を踏まえて今後の方向性を検討
・H31.3～ 見直し案にかかる関係者と協議

2 環境生活部
交通安全研修センター
＜指定管理＞

当該施設は、参加・体験・実践型の交通安全教育
を行うため、平成７年に建設された。

当該施設での研修について、ほとんどの受講者が
交通安全に対する意識に変化があったと回答してい
るが、交通安全教育は、警察、市町、関係機関・団
体等においても実施されていること、県内の交通事
故の死亡者数は、全国的には上位であることから、
取組の更なる効率化を図る必要があることなどを踏
まえて、今後の見直しの方向性を定める必要があ
る。

【継続検討】
平成31年度末までに方向
性を定める。

交通安全教育の中核施
設として、当該施設に特化
した専門的かつ高度な参
加・体験・実践型の教育を
提供する必要があると考
えており、現有施設・設備
を活用した研修を引き続
き実施していきたい。

【経過】
・更なる利用者拡大手法について検討中
・経費節減可能項目及び想定節減額について検討中
・利用拡大及び経費節減と合わせて、効率的な交通安全教育手法について今後検討

【課題】
・指定管理料の約8割は指導者の人件費と研修機器の維持管理費であるため、安易な経費節
減は当センターの活動停滞及び利用者数減につながることから、現機能を維持することを基
本として経費を含め効率的な施設運営について検討する必要がある。

【今後の予定】
・H30年度中 現指定管理者から実情も十分聴取しながら、経費節減

項目及び想定節減額を検討
更なる利用者拡大案の検討及び可能なものから
現指定管理者において実施

・H31年度中 次期指定管理期間にむけて、事業内容等を精査
・H32.9～11 次期指定管理者募集・選定
・H33.4 次期指定管理期間開始
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